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(e)デザイン能力 国 園 什確シろ7~ムPI発
(i)チームで仕事をする能力 TIやシろ7~ム;h制約の下 辛■研究1 卒辛柄究2 卒 卒■ ■; !3
事をする能力
図12 T-サイン能力育成･グルーブ学習の取り組み
に仕事をする能九 自主的･継続的に仕事をする能
力を育成するために.図-2に示すように8科目を組
み合わせて2-3年次に配当した.前半の4科目で
習得した知識と能力を ｢卒業研究｣｢卒業論文｣で集
大成するようにカリキュラム設計において工夫した.
デザイン能力では ｢ソフトウェアエンジニアリン
グ｣でソフトウェア開発の手法.工程.生産性.品
質の知識を.｢情報システム設計｣でシステム分析
やモデル化の知識を獲得する.｢情報システム開発｣
でRドP(提案要求者)を課題として提示し.PBL
(ProblemBasedLearnlng)にてハード･ソフト構成.
見積りなどの提案暮の作成を指導している.
チームで仕事をする能力では｢情報システム持論｣
で情報関連のテーマを提示し.プロジェクト活動に
より問題点分析.好決策の提案を指導している.
■ 卒業研究におけるデザイン能力育成の取り組み
｣ABEE取得を目指す学生には.卒業研究では企
画.設計′製作による具体的な成果物の作成を指導
している.その成果の1つとして一新潟のディジタ
ルコンテンツ制作者の人材育成.地域の活性化.也
域文化への貢献を目的として開催されている ｢にい
がたデジコングランプリ2011｣で本学学生が入選
することができた.この中のスマートフォンアプリ
部門において入選したのは.本学情報システム学科
4年の星希美が作成した｢にいがた日帰り温泉ナビ｣
アプリケーションである (図一3参照).
』 文系学部に設置された情報専門学科における
情報システム分野の人材育成
●+ ●+
図一3 rにいがた日汁リIX泉ナビJの画面
また.卒業研究をさらに発展させた研究成果の発
表を情報処理学会第74回全国大会学生セッション
において行うという成果をあげている2).
● 学生の自己学習時間を確保するための取り組み
｢卒業論文｣は授業時間以外の自己学習時間に執
筆させることとし.120時間以上を卒業論文執筆日
誌に記録させ一論文と一緒に提出させている.
また.主要科目においてはレポート課題と自己学
習成果を加味した成耕評価の制度化.P⊂教室と図
書館の夜間開館などに組織的に取り組んでいる.
1 クローJUレ化に対応した短期海外留学制度
グロー バル化に対応できる技術者を育成するため.
カナダのアルバータ大学において2年次の夏に5週
間にわたる｢短期海外留学｣を実施している.この留
学は単なる語学学習のためだけの留学ではなく,請
学と情報システムとの関連性を強く意識させるために.
現地での英語によるプログラミング実習とカナダ国内
の先進的なIT企業訪問を併せて実施しており.グロI
Jでル化に対応できる技術者への契機となっている.
T JABEE認定取得の効果と課題
JABEE認定取得により.情報システム技術者を目
指す学生にとって′学習･教育到達目標と達成度評
価基準が明確となり,必要十分な科目の履修と学力
の向上を図ることができた.また.PDCAによる国
内外における標準に対応した教育により.教育晶質
が保証できるようになった.
JABEE認定取得における課題は.情報･通信関連
企業において認知度が低く,JABEE認定プログラム
修了者が就職において必ずしも評価されるとは言え
ないことである 修了者の認知度の向上をJABEE
と大学が連携して進めていく必要がある.
現状の課題と今後の取 り組み方針
■ JABEE認定プログラム修了人数の低迷
認定取得後5年間が経過したが.卒業人数に対す
る｣ABEE登録人数の割合は15-25%′JABEE修
了人数の割合は8-15%と低迷している.この原
因は.質を保証するために達成度評価基準をB評
価と設定したために.結果として｣ABEE必修科目
の1科目でも⊂評価となると.3年開始時の登録を
行わないためであると考えられる.
■ 修了人数の確保に向けた今後の取り組み方針
JABE【認定プログラム修了者の質を低下させるこ
となく修了人数の確保を図るため一以下の取り組み
を検討している.
1)コース制の導入
コース制では.｢情報システム技術プログラム｣
のJABEE修了要件は情報システム開発者側の視点
に基づく必須科目および選択必須科目を設定し.辛
業要件と一致させることにより.卒業とJAB[E認
定プログラム修了を一致させることを検討している
2)達成度評価基準の見直し
達成度評価基準をB評価としたことが修了人数
の低迷の原因と考えられるため.達成度評価基準を
B評価から⊂評価へ変更し一同時に単位取得の難易
度を上げることを検討している.
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